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セコニックマイクロマットメーターについて

セコニ ′・  マ イクロマ ト58り li感 光体に半導体硫化カ ドミ■′」、(CdS)を 採用 した、
1世 界で初めての高|よ度完全オー トマ  |マ ー ターで、ポク)を 押すだけでlli確 な露出
か得 rDオ tま す。しかも完全オー |マ  トでありなが

',測 'LlLレ
ロは極めて11(く 、ラィト

′ヾ |ュ ー3(F14で %不'い まで測ノ|る と共に、耐 久力は勿 l論のこ ヒ、そめ lli確 なこ
とは他に比類があ りませえ′て 指 11が itみ 取れますか r)何時 でも安心 して御使 ||]に
なれます .

・ |て il光 線式 段 Ul換  ,し 全 ■  、' |(指 il`itア ,取 リロl能 )
・ 111'tn」 1ヒ lLl■l 高照 |セ LV7 18 'ヽ Fll,I´ V3-14
・水銀電池 (13V)11司  1し Jι lt l午 前1に お使い だヽ 、いて 11111111充分保十,ま す
。ASA‖ 需 6-800
・ I)INHI薔  9、 30
・校 り‖ャヽ  Fl-32
・ l●  ターースピ ド|1喘1 41卜  Ч・・・卜

J

・I.V‖ 麻 7-18
・ : ^||ふ  8 -64

マイクロマットメーターの使い方

|:lilllill111)|]ll:|:|lll:li:li:I:::[lill

側)が振れ

`鷺

引λit景電[1彎il露1保含勤縦群1響λi,奪 :手 f剣
(本体
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A.被 写体が明るい場合 B.被写体が晴い場合

lt写 体がり|:′ 1打 にりlる い,'外 や、牢内でも比較的 H月 るい所で撮影される場
/ilま メーターの受

t部 を被写体にl llけ て、プ /シ ユホクジをllし て下 さ ・ヽ.2-311/(本 体裏側グ,指 11が ,直

lH露 ‖1を 4｀ すまで)Fiい てか′リボタンを離 します と、 タイヤ 'し か ll llll的 に廻転 して適 JE露

111で あるシ  ヽッタースヒー トヒ絞 り′,Ill合 わせを指示致 しますかメ,、 判t合わせの中か ',被
写体に応した絞 リヒシャ ンタ

~フ ビ~| |'7● ,場合は毎 l1/の 駒数 )の 組合わせをカメラ

llセ ットすれは良いわけです。

前 |二 も中し [Jナ ましたように電源
フイ ■まつ

源 スインキ1土 ありません .

|た写体かJ「11に 略 くライ |バ |ュ ー窓 二黄色い自1が 出る時には高Hl度 では測
'L不
口「能な二

とを示しまう また本体奥側の指 ilか振 ,な い場合も同じ■とです.例 へば夜間撮
=夕

、キ

内撮影 (l月 るい部たtの 中 |よ 人体LV6か 7で す)の 場合には 受光部の先についておりま
す切換ヘ フィ′レクーを外 して測定 して ドさい こわ切換ヘフイルターを外 した場合にはラ
ィトバ リュー3(F14で /小′ケ)'L l11,t出 ォtま すからと'ん なところでも上 しい露 ILを 測
るこ とが l・11オlま す .

11し ,切換ヘフイ′レターを取つて低照lllで 脚11と する場合には皮ケースについております露

出換算表をおイtい 下 さい.(21ペ ージ参員(1)く ,換 草表をお使いにな
',な
い時は必ず得られた

値の 4絞 リイよヽい111,即 ちライトバリューで|ま 8ヒ Hlた ら4に ,F56で ‰秒の場合はF56
でχ1/か ,F14て ‰秒力1芭 IIi露 出 ヒなりますかす)御 注意 ドさい.



ライ トパ リュー

ライトパ リューシステムの シヤッター付カメ

ラをお持ちの方はライ トパ リュー目盛で露出

を決定されると非常に便利です。測定方法は

普通 と同じで、た 得ゞ られたライ トパ リュー

数値をカメラにセッ トするだけです。即 ち、
ライ トパ リュー数値が14を 示 した時にはカメ

ラのライトパ リュー目盛の数値 も14に セッ ト

して下 さい。こうすれば被写体の状況によっ

てカメラの絞 りをF8に すれば、シャッター
スピー ドは自動的に‰秒 となり、またF llに

絞 り込めばシヤッタースピー ドは自動的に1/60

秒にセッ トされます。反対にシャッタースピ

ー ドの方を%秒 にセッ トすれば絞 りは連動 し
てF16に なります。又‰秒に置きかえれば絞
りはF5.6に 開きます。EVは エックスポジ
ヤー・パ リューの訳でライ トパリューと同 じ

意味であります。アメリヵではライ トパ リュ

ーのことをエツクスポヂャー・バ リューと呼
んでいます。

7

カラー撮影について

カラー撮影に露出メーターはなくてはならないものです.モ ′フローム (白黒)フ ィル
`、はある程度のラチチュード (寛容度)も ありますが、カラーフィ,レ ′、はこれが極めて少を

く、従って僅かの露出の過不足があっても美しい色は

'i現

出来ません。
カラー撮影の場合の測定方法はこれと云って特別にありませんが、たゞフィルムの感光度
を指定通り (フ ィルムの説明書に書いてある通り)正確にセ ′卜することだけであとはモ
ノクロ_ム撮影と全 く同じです。
カラー撮影の場合は普通明るい部分が露出の基準となります.ま た明暗のコントラストを

光源の調節や レフの使用にょり、1:4以 内にすれば更に美しい色調の富んだ写真を撮る
ことが出来ます。即ちカラー撮影の場合は特に被写体のライトバランスに注意して下さい

`

例へば人物を撮る場合はハイライトの部分を測ってF8  ■秒であったら、シャ ドウの部
分はF4、 1る秒以内の明るさがないとシャ ドウの部分の色は美し〈出ません。このように

カラー撮影の場合に|ま 被写体の明暗コントラスト (ラ イトバランス)も 露出と同様に注意
して撮影すれば一層美しい写 真を撮ることが出来ます .
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人物撮影の場合

● イラ位置からメーターの受 た部を被写体

`二
向けます と、被写体以外のバ クのた、
71の た、路山iの Hlり

'え

し等が受 た部に入つ

てたて適 Jl‐ 露出は得られません ,

このため IL米 るだけ被 lJ体のそばまで

'1寄
`)、 被写体の反 ll七線 {輝度 )の みを正 し

(測定しなければなりません,こ の際被 7J

体
`こ

糸勺10cmィ立11づいて測ることがよく、 特
|二 1句 分が表現 したい部分を測ります ,こ の

場合メー ターの影が被写体の測定部分に 入

らないようにして下さい ,

物ヽ撮影は特殊の場合を除いて最も大切な

折は顔ですから顔の露出を測つて 下さぃ ,

また直接被写体に近寄れない場合には自分

力手の平を被写体 と同じ光線状態にして、
イーターをlocmィ立離してその手の平を慣1る

か、或は標準に

'I板

をご使用下さいぅ

風景の場合

哄ttの ように被写体に近寄れない場合には

カメラの位置から直接被写体、または目白1

の中′し、にメーターの受光部を向けたり、た

漢ゞ然と向けたのでは空か′)の たが受た部

に入って来て榛
=出
不り1と なります。そのた

め メーターの受た部を地平線 (・|と 空の界

や山や空の界等)と 自分の 11も との中間に

向けて測ぅて
~下

さい。

しかしその風景が広く展開した風 :1であ

たり、またi主 くの山々を
'メ
すような場合は

前のようにして得られたメーターの指示通
りではなく、その値を考きりっめて下さい

それは空気光の景夕響で被写体のH音部がり1る

くなり、被写体コントラストがf氏 くなるか

らです。 1,」へばF22で 1!研少と夕・イヤ′しが組
合はされたら1薇 ,小 ''× %=lt語サとなりF22の
1まで秒が適正露出となります。

＼ ´
/



スナップの場合

ホー |し 一 |′ )場 合 LLい 十ヽ  ′lltけ′て111k写
千本:i市 に l llヽ てヽヽヽるもノ)と うえてもよ。ヽでし 1 '

このような場

`)、

千。1ぺ |よ 街りrtな ヒで1ヽ い被写体,
Iと
´
'力
 ')ヽ Li基 /  _,  をlTKI[1し  

´
〔卜‖litを 洋

"る

 ヽ (

ilt′
′メ体に|二 づいてヽヽ ,た 力で|ま 良い く十 ′ ′はlll
オしませんし、そうか ヒェそつて,lJ Ili露 出てなくて||

U」 ′もン)十 イスレ ]′ |{り 台無 tl二 な ,It iい :

|~

こんな場合は撮影 1● t rlで 風景 ヒ可し‖JI'サ tt[
ドさい た ・ヽ切 |)´ め る′∠、要はありまl1/t
く十 ソフでもビ'tの 谷間のような1芳

'7i「

r被写千本i:

十かへ′,な い ときll li、  マー ● ′■た部を■・′j:体
_′ ):|[′ しヽに /1オた向けて特 |二 rそ t‖

`t卜
|:向 |卜 ろ′ビ■た

|よ ちりません

t―十 ′ ′′)ょ う11破
′′j:f本 |=iL l年 11な い時 |:li fヽ 1ll

i‖

'と

を す
｀
るノ)も  つの ケ法で 1  そノサ場合12写 体

によく似た色合をもつ物体 |:ノ  ン 受た‖;■ 占|
けて測りその露出111を ウイラ::)
′|[も 准 たヽち''ll`′ (

11」 、l i lⅢ jに ,1′ くましたよ )11、  ||り
'フ

,「 カリ ,デ1:
|す ム■ ′アの時 11は JI´‖ナにイ「用な役

'「

1を

'tl´

て {

′tま す力:、  111イ tイ [|!|)'11′
`吻

|1反 を ■lltり 11(1な メ 1=

ニメしにこしたこヒ|十 」さいません.し かし、代 ll:

1呵 ltさ れる時には′Zヽす被写体 ヒ1司 した線状態グ){,

ヒて測
'tす
ることにごサ|:意 卜さい

ア、物を

'し

岸や■ :1色などの11し反吻|の 多い場|]iて ′

■ ノフするとき.
■+ィ つてはいくr,人物撮影と云ぇどもi[す いて

脚|る ことは出来ませんか r,、 lllt影位置かす,メ ータ

ー受光部をll14写体に向けて llり ます。しかしそ′,

1祭
イーターでイ字す)れ た

'ア

出111の 子交りを 手k開 ける
■、Jヽは,ヤ ンタ~ス ピ~ド を 一段遅くして下さ
い、倒へは F8で ‰秒てあればF56で 名秒か
F8で i¨秒で撮::夕 して下さい.

これは被写体をヒリ囲んでいるまわりの1lL反身r、

(T「面や水面等の反射)力 .ら 必要以 11に 強い光線

■ヽ ,́■ (る のを補正するためです



逆光の場合の測り方

逆光のもとでの撮影には次
の

ような写し方があり、その写

し方によつてメーターの測り

方が違って来ます。

A 被写体 を逆光 でシルエツ トにす るとき

メー ター′■光吉卜をバ /ク のりlる いγ卜な 生(:

向 tナ て,1')、 その指示i重 りて撮lれ て ド=
い .つ まり露出ltバ ツクのりlる いたネ求|:合

,1さ れたわけですか :D、 11向
`り

の社
'メ
体 |ま し
=

lit 7(足 となるため rillな シ |し 工
′卜 1な ''

りま 1

B 逆光下で被写体を描写するとき

′―●―■た部を被写体′,‖占ibに
'1す

けて

‖Jろ 力. (|よ 1票 ill Iて 吻|1反を

“

t'メ 千トヒ|`lし よ

うなた線状態にして‖1り ます。この祭バ /
.イ,た (11光線)か メーターに少しても入

r●は う,i■ しなけれはなりません .

C 逆光下で被写体 もパツクも共に描
写 したいこき

ぎ―●一そ光部を最初に被写千本‖音部に句|

[測
' 
次にバ ツカけlる さを‖1り ま |
 ヾ・ 力|‖ |)ケ li Щ ttt′ )場 合ヒ1可 L kll

|「 卜きヽヽ  1ノ ) Ⅲ′'サ」法 iよ  〔rll,
I[ 1:||:|111 lrl‐ 〔|ザ litiチ  | 'f ド さ  ヽ  ヽ  ' うヽ し 't.′ J

千本を|‖ ′t:1凸 ヒ′`  ′を‖‖ ,た llヒ ノ)=]:

| ラ ′ トカ 1 :161｀ス| ン)‖キ|:li tti llノ )1苗
′′リ

III本 |‖ |´=1

儡
摯

靱



シネ撮影の場合

: :撮景′の場合の測リソメ|ま |キ i口
`1)

|イ うの場合 ヒ仝 (卜 lし ですぃた

たし:`ヵ イラク)シ ャ ックーー■|=
―卜は ,ヤ i flの 力 ′ラヒi土 って、 1

:ナ ‖1に
'1叫

転j基 |セが8  16・ 32 64
ヒ′tう コマ数になつておりますか

',Ftち
のこ

'tl‖

になる1最け夕|:その コ

'数にネit合わさ,tた 絞 り111で ‖tlタ

て 卜さtヽ

:ネ 搬景か うち8:|シ '「 |よ  キ|
1朱 ut景夕を1余 いて16コ ■'(糸り%千

′ン)

が標
'ト

コマ数 とさオtて おりますか

'116,マ
の対向数111を

'ネ
の絞 り

竹 二
|〔 ドヽい _

セコニツタ   ■
標準反射板にういて

被写体の反射光線のり]暗の
｀
|:均 を簡単に得るため

二は標準反射枚を利‖]す れば便利です。標準反射

lkは 反射率18%の無彩色に塗 rフ れているものです
から、どんな状態の光線の場合でもその時の光線
の18%よ り反lllし てオtま せんか

')、

いつでも標準

の111、 つまり
｀
「 均 した値が得′)れ るわけです。

この反力1率 18%と 71う のは全ゆる被写体の反射率
の平1/Jを とったもので、明‖占各flの コントラスト

がある場合には簡単に中間の1たが得られます。

使い方は標準反射板を被写体の面に]iし く平行に

して約 10 cmの間隔で反射光線式メーターで測 り、

その lllを カメラにセ ントすれば良いわけです。

カラー撮景多の場合、カラーフィ ,レ ムは白黒フィ′し

二、と根本的にその11L質か異 り、反坊I率のi土 う各部

分の色をそのま 発ヽ色させるわけですから、平均

した値である標準反射 lltで測定した lJが良い結果

が得られます .



鋤 絞り値言鐘亘鐘堕J直とk_ヒメ
鵠 諸
生り囃

静物・商業写真等をフォーカベルなどを使用して接写する場合は、反射光線式で,則

定 して下さい。たゞし露出はメーターの指示通りではなく上記の式の通り補正しな

ければなりません。

例へば焦点距離50mm、 レンズとフィルム面がloO mm,メ ーターの指示がFで%秒だ

つたとします。この場合上記の式で、実効絞り値は
4× 100=8と

なり、F4に 開

けても実際にはF8だ けしか働いていないことになります。従って露出はF4で 4
秒が適正露出となります。

言ρ■

マ インロマ ヽ58甲 には 'ィ ■
クー1砕 数‖ヤトかつい 〔いませんか r,、 ます メーク

ーにょり求めた露出にキlし て、 'イ |ク ー マーカーか指示している露出イ

“

数を

ll卜けて撮影 して 下さい .

F」へばY2の フィ
'し

ターで露出 |キ数2倍 の時、 2-● ―指 /1Nが F8、 名秒の場
合には 1轟サ×2=125不 .)と なりF8、 125不′ンで撮景夕して ヽさい。

:誅各・ tl状
.I″
)複
'メ
′)1場 合itそ (う ネ1'メ物 |ニ オをii L

て測 |)ま すか、ます ′―クーを7,写物に10 cm伴 11
すけて測 ります その祭複写物 ヒ受た部が｀11行 11
なる 1う |:し て涸1,て ドさい′た・ヽし1旨 ′jtさ れた

露 |11に 丈Jし 71'メ するもの力'rlt llt`。 1場 合に|=1旨刀t

i口 り撮影して ヽさい 黒い部分か多いlt写 体 |ま l′ I

t'itを「′iい 〔卜さヽヽ



ゼロ調整 パッテリーの交換

セコニ ンク マイクロマ ト58111ま 前にも中
し liけ ました通 り硫化 ヵ ドミウムを使 って
おりますから水銀it池 (13V)が 必要で
す。水銀電池は汗通の乾電池が使 うに従っ
て除 々に電池がなくなつて行 くの と,主 って
水銀電池は 一定の電圧を保ち、な くなる時
は急激に電llが 低下 してメーターは殆んど
振れなくなりますから、その時はメー裏側
のバ /テ リー取換 ネジを廻わしますと電池
が取 り出せるようになつていますから、市
販の水銀電池 (13V)と 取換えて下 さい。
メーターの受光部を完全に覆っても指£|か
0の 位置から多少ずれることがぁりますか
電池を外 してから裏側のゼロアジャ ストネ
ジを ドライバーで静かに右、又は左に廻ゎ
して指針が o位置になるょうに調整 して下
さい。

水銀電池と乾電池

との放電特性の比較
|。

電  、

18

()6

=ヽ ■時間

硫化カドミウム (CdS)に ついて
硫化カドミウムは光の強弱によって抵抗値が変化する半導体です。従って従来から露出メ
ーターの感光体として使われて来たセレン光電池のようにそれ自体電気を発生致しません
からメーターを動かす電池が必要です。このためセコニックオートマット58型は水銀電池
(1.3V)を 使用致しております。
又、硫化カドミウムは耐熱性、耐湿性に優れていると共に、その感度はセレン光電池の数
百倍と云う驚異的な高感度を持っており、寿命は半永久的です。
このように超高感度と従来になかった強い電流が完全オートマットメーターとして耐久カ
を増し、正確な露出を与へてくれるわけです。電池の寿命は普通にお使い たヽ いゞて一年
以上は充分保ちますし、電源スイッチがプッシュボタンと連動しておりますからスイッチ
を切 り忘れることなく電池を効果的にお使い たヽ けゞます。             20



前に御説|り l中 し liけ ましたように受七部のUJ換 .

ィ′レターをII・ して低Hl度 で瀬1定する場合にはイ早r)

ィしたlriょ り4絞 り,い 値ヽ、1‖ ちラィトバ リュー 8

なら4に して撮け夕ftし ますが、このような場合|「

は皮ケースの裏にあります露出換

":表

を御it用 に

なると便利です ,

切換フィ′しターを外して写真のtllく 指,|が “5Ⅲ

に振れた場合にはA S A looの フィ′し′、は
「
56

で イ秒、A S A50で はF56で %秒力1童 lF露 出
です ,

尚、この 1-12の 数字のうち
Ⅲ
l¨ はライトパ |

・ -3(A S A loo、 F4で 2秒 )です
御注意

この露出換算表はフィルターを外して低熙噴で測

定する時にだけ御使用下さt｀ .

1 ,11気の多いところへ Iそ いHJ Jtrriし ないようにして 1子さい

2 11氏60度 以 11の高温を与えないようにして ドさい

3 急なllll撃 を与えないようにして ドさいて
4 にい問使}llし ないてしま ,て 置く時は、革ケースよりllt出 し、桐紬等にシリカケ■

(卜方湿斉1)と 一緒に保存して 卜さい たたし令
'liや
令風の容器へのイ呆rrは 避けて 下さぃ

Lコ ニァクはアフター十一ビスに牛|に 1[11を 置いてお |)ま すカメ,い つまでも安′しヽして

■使用になれます。このイーターの′`アケインに同よ|し てありますフアンカードにそ

′tぞれ記入事項をお書込みの li、 「 Iち に弊社十一ビス部宛お送り下さい。フアシ名簿

(登 fi台 帳)に 貴方のご住llF・ 氏名を記1文の 11、 早速登f,大 i fltt lllを お送り中し上け、

この |]よ リ ケ年間にメーターかl'l然 にI合が悪くなりましたメ,無 llで修理中し_l:け
ます。尚、その他の故障も実でセて御1'Fll中 し 11げ ます (

→
=コ
ニンク マイクrlマ  ト5811を お買 liけ ,ヽ た・ヽき:成 にイ∫螂t度 うこさヽヽました。

この I・ コニック マイクロマ ト5811は 高1支に合F性化されたJlS指 定 I:場 に於いて、
ビス1本から製謂:に 至るまで散「 国に及ふ諸検査を経て製品化され皆様のお手許にお
hiけ致しておりますが、万 輸送途 11等 に於いて,it障致すょうなことがごさいました
r,1「 i室 お買求めのお店にお中出下さい

°


